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事
後
評
価
地
区
別
資
料

 

 

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
）

 

（
坂
井

さ
か
い

川が
わ

右
岸

う
が
ん

地
区
）
：
新
潟
県

 
   

（
２
）
事
業
概
要
、
現
地
調
査
結
果
等

 
         

－27－
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令
和
３
年
度

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（農
地
整
備
事
業
）

坂
井
川
右
岸
地
区
（新
潟
県
）

さ
か

い
が
わ

う
が
ん

－29－



こ
の
内
２
つ
以
上
の
事
業
を
実
施

（
区
画
整
理
、
暗
渠
排
水
は
単
独
で
も
可
）

事
業
内
容

○
区
画
整
理

○
農
業
用
用
排
水
施
設

○
農
道

○
暗
渠
排
水

○
客
土

整
備
前

整
備
後

区
画
整
理
の
イ
メ
ー
ジ

区
画
整
理
実
施
前
後
の
比
較

整
備
前

整
備
後

整
備
の
イ
メ
ー
ジ


事
業
の
目
的

ほ
場
の
大
区
画
化
、
農
道
の
整
備
、
用
排
水
施
設
等
の
生
産
基
盤
の
整
備
を
総
合
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集

積
を
促
進
し
、
地
域
の
農
業
構
造
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
）の

概
要

１

－30－



農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
「
坂
井
川
右
岸
地
区
」
事
業
概
要

事
業
の
目
的

本
地
区
は
、
新
潟
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
二
級
河
川
坂
井
川
の
右
岸
の
農
業
地
帯
で
水
稲
中
心
の
営

農
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
区
内
は
昭
和
2
0
年
代
に
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
た
が
、
区
画
は
1
0
a程
度
と
小
さ
く
、
農
道
幅
員
も
狭
い
こ

と
か
ら
、
農
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
暗
渠
排
水
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
水

田
の
汎
用
化
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
区
画
整
理
を
行
い
農
作
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性
の
高
い
優
良
農
地
の
確
保

を
図
り
、
ま
た
、
農
地
の
汎
用
化
の
た
め
暗
渠
排
水
の
整
備
を
行
い
、
単
収
向
上
等
に
よ
る
生
産
拡
大
を
実

現
さ
せ
、
本
地
域
全
体
と
し
て
の
農
業
競
争
力
の
強
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

事
業
の
概
要

受
益
面
積

２
６
８
ｈ
ａ

総
事
業
費

４
，
３
９
１
百
万
円

主
要
工
事

区
画
整
理
工

Ａ
＝
２
６
８
h
a

暗
渠
排
水
工
Ａ
＝
２
６
４
h
a

工
期

平
成
９
年
度
～
平
成
２
７
年
度

計
画
変
更

第
１
回

平
成
２
３
年
３
月

９
日

第
２
回

平
成
２
７
年
４
月
２
７
日

区
画
整
理
後

２
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か
わ

ひ
が
し

さ
か

い
が
わ

う
が
ん

進
捗
率

事
業
費
ベ
ー
ス

50
.5
%

区
画
整
理
ベ
ー
ス

80
.0
%

二
級
河
川
坂
井
川

二
級
河
川
加
治
川

砂
防
指
定
河
川
緋
雉
川

国
道
７
号
線

計
画

平
面

図

３

県
営
坂
井
川
頭
首
工

F
P

P

P

田 畑

凡
例

P

P
4
航
空
写
真
撮
影
方
向
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区
画

整
理

状
況
（
大
区
画
化
）

【
実
施
前
】

【
実
施
後
】

小
区
画
か
ら

大
区
画
へ

約
1
0
a
の
小
区
画

約
3
,0

0
0
枚

最
大

1
.2

h
a
の
大
区
画

約
4
0
0
枚

４
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整
備
前

２
．
７
ｍ
農
道

B
=

2
.7

m

整
備
後

６
．
０
ｍ
農
道

B
=

6
.0

m

５

道
路

整
備

状
況
（
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
走
行
）

－34－



用
水
は
道
路
下
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
へ

排
水
専
用
で
暗
渠
排
水
に
対
応

給
水
栓
に
よ
り
効
率
的
な
用
水
管
理

（
坂
井
川
右
岸
地
区
）

用
排
兼
用
水
路
の
た
め
浅
い
水
路

６

用
排

水
路

整
備

状
況
（
用
水
の
効
率
化
、
迅
速
な
排
水
）

－35－



担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
担
い
手
の
育
成
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
が
促
進

【
実
施
前
】

【
実
施
後
】

[実
施
前
（
H

7
）
] 

[実
施
後
（
R

2
）
]

●
集

積
率

：
－

→
6
8
%

 (
目
標

5
6
%

)

●
担

い
手

：
－

→
3
8
人
・
法
人

(目
標

2
2
人
・法
人

)

●
担
い
手
平
均
経
営
規
模
：

－
→

1
9
.6

h
a
（
目
標

1
6
.2

h
a
）

●
全
体
農
家
戸
数

：
3
7
3
戸

→
1
0
5
戸

７

注
）
集
積
図
は
、
促
進
計
画
上
の
整
理
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
担
い
手
は
未
記
載
。

認 定 農 業 者 農 地 所 有 適 格 法 人

認
定
農
業
者
の
耕
作
農
地
（従
前
）に
着
色

認
定
農
業
者
・法
人
の
耕
作
農
地
（現
在
）に
着
色

認
定
農
業
者
の
農
地
面
積
拡
大

（
例
：
A

-2
,A

-3
,A

-4
）

A
-3

A
-4

A
-2

A
-2

A
-4

A
-3

注
）
担
い
手
平
均
経
営
規
模
は
、
促
進
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
担
い
手
の
比
較
。
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３

オ
ニ
ヤ
ン
マ

か
わ

ひ
が
し

さ
か

い
が
わ

う
が
ん

進
捗
率

事
業
費
ベ
ー
ス

50
.5
%

区
画
整
理
ベ
ー
ス
80
.0
%

二
級
河
川
坂
井
川

二
級
河
川
加
治
川

砂
防
指
定
河
川
緋
雉
川

国
道
７
号
線

環
境

へ
の

配
慮

排
水
路
の
一
部
を
利
用
し
た
土
水
路

・現
況
水
路
の
一
部
を
利
用
し
生
物
の
生
息
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を
実
施

・地
区
内
水
路
で
ホ
タ
ル
や
オ
ニ
ヤ
ン
マ
な
ど
の
生
息
を
確
認

排
水
路
で
の
生
き
物
調
査

８
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地
区
内
生
産
法
人
１

～
有
限
会
社

ア
グ
リ
・
シ
ス
テ
ム
～

・経
営
内
容
…
水
稲

8
0
h
a、
野
菜
（ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
た
ま
ね
ぎ
等
）

2
h
a、
お
む
す
び
屋

・作
付
面
積
の
変
化
…
事
業
実
施
前
８

h
a（

H
8
）
→
事
業
実
施
後

8
2
h
a（

R
2
）

・ポ
イ
ン
ト
…
農
地
整
備
に
よ
り
営
農
労
力
が
大
き
く
減
少
し
経
営
規
模
拡
大

整
備
済
み
ほ
場
で
効
率
的
な
水
稲
栽
培
、
地
区
隣
接
農
地
で
野
菜
栽
培

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
６
次
産
業
化
に
も
取
り
組
む

９
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
（越
後
菅
谷
殿
様
米
）

大
区
画
化
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
、
暗
渠
排
水
が
整
備
さ
れ
た
ほ
場

源
平
の
合
戦
で
手
柄
を
上
げ
た
佐
々

木
三
郎
盛
綱
は
、
現
在
の
新
発
田
市

に
お
城
を
築
き
、
約

4
0
0
年
栄
え
、
お

城
の
麓
の
田
ん
ぼ
で
と
れ
た
お
米
を
”

越
後
菅
谷
殿
様
米
”
と
し
て
、

1
俵

6
万

円
で
販
売
。
グ
ロ
ー
バ
ル

G
A

P

（
2
0
1
7
年

1
1
月
）
に
も
取
り
組
む
。

６
次
産
業
化
（お
む
す
び
屋
）で
、

お
米
の
美
味
し
さ
を

P
R

お
い
し
い
お
む
す
び
を
食
べ
て
も
ら
い
、

お
米
を
購
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

か
ら
お
む
す
び
屋
を
開
業
。

女
性
従
業
員
１
名
が
切
り
盛
り
し
、
今

後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

斎
藤
さ
ん

新
潟
県
新
発
田
市
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大
区
画
化
や
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
、
農
作
業
の
労
力
が
大
幅
に
軽
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
手
刈

り
で
行
っ
て
い
た
草
刈
り
作
業
が
、
機
械
化
（ト
ラ
ク
タ
ー
）で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

H
8
年
は

8
h

a
程
度
で
し
た
が
、
約

8
0

h
a
ま
で
経
営
面
積
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
来
年
も

3
h
a
拡
張
予
定
で
す
。

ま
た
、
水
稲
期
間
中
の
作
業
の
減
も
あ
り
、
そ
の
間
に
野
菜
の
定
植
や
稲
刈
り
後
の
野
菜
の
収
穫
な
ど
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
、
経
営
規
模
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
か
？

農
政
局

聞
き
取
り
調
査
内
容

有
限
会
社

ア
グ
リ
・シ
ス
テ
ム
（斉
藤
さ
ん
61
歳
）

水
稲

8
0
h
a、
野
菜
（ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
た
ま
ね
ぎ
等
）

2
h
a、
お
む
す
び
屋

従
業
員

1
0
名
、
所
有
機
械
ト
ラ
ク
タ
ー
８
台
、
田
植
え
機

3
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
３
台
、
乾
燥
機

8
台

生
産
物
の
販
売
先
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

水
稲
は
基
本
的
に

J
A
に
卸
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
”
越
後
菅
谷
殿
様
米
”
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
、
輸
出
米
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

G
A

P
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

野
菜
は

J
A
に
卸
し
て
い
ま
す
。
今
夏
よ
り
、
農
協
に
卸
せ
な
い

B
級
品
を
、
無
人
の
直
売
所
で
販

売
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。
枝
豆
を
販
売
し
た
ら
、
非
常
に
売
れ
ま
し
た
。
時
期
の
野
菜
を
販

売
し
て
い
き
た
い
で
す
（

1
0
月

1
3
日
（調
査
日
）は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
販
売
（写
真
（
右
）
）。

1
0

無
人
の
直
売
所
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お
む
す
び
屋
（６
次
産
業
化
）
経
営
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い
。

お
い
し
い
お
む
す
び
を
食
べ
て
も
ら
い
、
米
を
購
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
お
む
す
び
の
単
価
は

1
個

2
2
0
円
。
コ
ロ
ナ
前
は

5
0
0
万
円

/年
の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は

1
0
0
万
円
程
度
で
す
。

従
業
員
１
０
名
の
う
ち
の
女
性
１
名
で
切
り
盛
り
し
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

農
政
局

以
前
は
大
豆
や
豆
腐
な
ど
も
作
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
・
・・
。

お
米
の
安
心
・
安
全
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
世
界
基
準
の
安
全
品
質
を
保
証
す
る
米
作
り
を
行
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
４
年

前
に

G
G

A
P
を
取
得
す
る
際
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
観
点
か
ら
同
一
施
設
で
“米
”と
“大
豆
”の
乾
燥
・調
整
作
業
を
行

う
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
水
稲
を
優
先
す
る
た
め
に
大
豆
栽
培
を
諦
め
ま
し
た
。

減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
栽
培
の
作
物
生
産
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

国
に
よ
る
米
の
特
別
栽
培
農
作
物
認
証
制
度
を
取
得
し
、
減
農
薬
・減
肥
料
（
5
割
減
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

稲
の
補
肥
に
「
み
ら
い
有
機
」と
い
う

1
0
0
%
有
機
質
資
材
や
鶏
糞
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
は
い
菌
床
を
無
料
で
も
ら
え
る
た
め
、
こ
れ
を
使
っ
て
土
壌
改
良
剤
を
作
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

法
人
経
営
、
地
域
農
業
の

P
R
（
農
作
業
体
験
な
ど
）さ
れ
て
い
ま
す
か
？

中
学
２
年
生
を
対
象
に
職
業
体
験
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
箱
詰
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
1
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換
地
に
よ
り

8
h
a程
度
を
自
宅
周
辺
に
集
約

【
事
業
実
施
前
後
】

地
区
内
生
産
法
人
２

～
農
事
組
合
法
人

石
山
農
産
～

・経
営
内
容
…
水
稲

1
5
h
a、
い
ち
ご

0
.4

h
a、
畜
産
（肥
育
牛
）

・作
付
面
積
の
変
化
…
事
業
実
施
前
８

h
a 
→
事
業
実
施
後

1
5
h
a

・ポ
イ
ン
ト
…
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
農
地
を
集
約

余
剰
労
働
時
間
で
い
ち
ご
栽
培
面
積
を
増
加
（冬
季
の
仕
事
に
も
）

今
後
、
面
積
を
拡
大
予
定
（ハ
ウ
ス
増
設
）

畜
産
に
よ
る
堆
肥
の
地
域
へ
の
供
給

1
2

自
宅
周
辺
に
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
を
整
備

石
山
さ
ん

：
実
施
前

：
実
施
後

自
宅

－41－



い
ち
ご
の
栽
培
を
始
め
た
経
緯
を
教
え
て
下
さ
い
。

水
稲
、
畜
産
を
中
心
に
経
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
米
価
が
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
か
分
か
ら
な
か
っ

た
た
め
、
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
普
及
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
し
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ほ
場
整
備
事
業
に
よ
り
自
宅
前
に
農
地
の
集
積
、
集
約
が
で
き
、
水
稲
の
作

業
労
力
が
非
常
に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

い
ち
ご
栽
培
（
越
後
姫
）
の
春
先
の
作
業
と
水
稲
作
業
（田
植
え
）が
重
な
る
の
で
す
が
、
水
稲
の
作
業

が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
両
立
可
能
と
判
断
し
、

H
2

2
年
度
か
ら
い
ち
ご
栽
培
（
養
液
栽
培
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

い
ち
ご
の
販
売
方
法
や
今
後
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
下
さ
い
。

農
協
に
卸
し
て
い
ま
す
。
直
接
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
ハ
ウ
ス
の
増
設
を
考
え
て
い
ま
す
。

農
政
局

聞
き
取
り
調
査
内
容

農
事
組
合
法
人

石
山
農
産
（
石
山
さ
ん
）

水
稲

1
5
h
a、
い
ち
ご

0
.4

h
a、
畜
産
（肥
育
：新
発
田
牛
）

従
業
員

4
名
（代
表
は
奥
様
、
後
継
者
息
子

2
名
）

長
男
は
い
ち
ご
、
次
男
は
肥
育
を
担
当
。
繁
忙
期
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
。
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減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
栽
培
の
作
物
生
産
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

畜
産
も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
堆
肥
散
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
稲
の
生
育
は
良
い
で
す
。

肥
料
は
、
自
家
産
の
有
機
質
肥
料
を
散
布
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
営
農
者
の
方
々
に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

法
人
経
営
、
地
域
農
業
の

P
R
（
農
作
業
体
験
な
ど
）さ
れ
て
い
ま
す
か
？農
政
局

ほ
場
整
備
事
業
の
効
果
を
、
作
業
の
軽
減
以
外
で
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

農
作
業
が
飛
躍
的
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。
水
稲
の
生
育
状
況
は
年
々
均
一
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
暗

渠
排
水
整
備
の
効
果
が
と
て
も
大
き
い
で
す
。

い
ち
ご
栽
培
に
必
要
な
排
水
も
暗
渠
排
水
に
よ
り
非
常
に
良
く
な
り
ま
し
た
し
、
地
盤
も
安
定
し
ま
し
た
。

毎
年
、
畜
産
の
関
係
で
小
学
生
の
施
設
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
い
ち
ご
栽
培
に
つ
い
て
も

説
明
し
て
い
ま
す
。

1
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施
設
管
理
者
で
あ
る
土
地
改
良
区
さ
ん
が
感
じ
る
事
業
の
効
果
を

教
え
て
下
さ
い
。

以
前
は
開
水
路
形
式
だ
っ
た
た
め
、
上
下
流
の
用
水
調
整
が
非
常
に
大
変
で
し
た
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
揚
水
機
場
毎

に
必
要
量
を
把
握
し
、
送
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
調
整
が
大
変
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
運
転
に
よ
る
電
気
代
が
か
か

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
動
給
水
栓
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
節
水
と
省
力
化
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
水
路
の
江
ざ
ら
い
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
場
整
備
事
業
を
契
機
に
草
刈
り
重
機
を
購
入
し
、

法
面
の
草
刈
り
は
重
機
で
行
っ
て
い
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
活
用
し
、
非
農
家
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
用
水
路
脇
に
植
栽
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
に
隣
接
し
た
学
校
田
を
も
つ
七
葉
小
学
校
の
児
童
や
、
非
農
家
対
象
の
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
作
業

体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
に
水
利
施
設
や
用
水
の
役
割
、
機
能
の

P
R
活
動
な
ど
の
取

組
は
行
っ
て
い
ま
す
か
？

聞
き
取
り
調
査
内
容
（
加
治
郷
土
地
改
良
区
）

加
治
郷
土
地
改
良
区

（森
課
長
（右
）、
伊
藤
係
長
（左
））

農
政
局
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